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論　　文　　の　　要　　冒
　本研究の目的はラ（i）梅雨前線の構造を調べ前線の東西の構造の違いを明らかにすることラ（ii）性格
の異なる前線の出現頻度の地理的分布やその季節変化を調べることラ㈲梅雨季の半旬平均降水量の
地理的分布を明らかにすること雪細陳アジアの夏の循環系の季節的段階の区分を試みることである。
　この研究ではラ毎日の850㎜b面の天気図を便用して害前線帯を境とした南北の気温差および前線
の両側の気団の飽差の差によって亜熱帯収東帯ラ太平洋寒帯前線帯事ユーラシア寒帯前線帯に分類
した。その結果雪亜熱帯収東帯がよく出現する地域は揚子江流域害西日本ヨ韓半島で雪一方事太平
洋寒帯前線帯は関東を中心とした東日本に出現することが判明した。亜熱帯収東帯は沖縄方面で6
月5日～19日雪九州付近で6月20日～7月4日ラ6月25日ころから韓半島のChan騨aの入りとな
りラ7月5日～24日は韓半島上にある。その後、8月には停帯しラそこで豪雨を降らせる。次にヨ
雨季における半旬降水量の集中度を調査した。梅雨季には極大を示すが害特に亜熱帯収束帯の付近
で強い。夏の乾季を梅雨季と秋霧季の問の集中示数の値で定義するとヨ韓半島には乾季がなくラ瀬
戸内海を中心とする西南日本に明瞭であることがわかった。
　東アジアの夏の循環系を850触bと500㎜b面について調べると里雨季の第1段階（6月5日～24日）
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には揚子江付近に高圧部があり、韓半島上空には偏西風が吹いている。第2段階（6月25日～7月
五4日）には強い南西気流が韓半島に接近しラCh独gmaの初期となる。第3段階（7月15日～24日）
は南西気流が韓半島中央部で収東し，Ch独g醐aの最盛期となっている。第4段階（7月25日～8月
五3日）は西日本の夏の乾季で，韓半島ではCha皿gmaが続いている。第5段階（8月14日～28日）
は気流の収東が弱まりCh独gmaは終る。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文の評価は、次の通りの新しい知見を得たことにある。すなわち，（i）東アジアの前線帯をそ
の構造の違いによって亜熱帯収束帯，北太平洋寒帯前線帯およびユーラシア寒帯前線帯に分類しヨ
東アジァにおける出現状態の差を明らかにした。（ii）亜熱帯収束帯では強い対流活動による豪雨が起
こりやすく雪半旬降水量の集中の度合も高くなっている。㈲6月には沖縄や中国南部から揚子江流
域王九州北部まで北上しヨ顕著な梅雨（日本）やMe1－yむ（中国）の雨を降らせる。㈹その後ラ亜熱
帯収東帯は韓半島上に来てヨ夏を通じて停滞しラCha烈gmaをもたらす。
　従来ラ東アジアにおける初夏から夏にかけた雨季はヨその出現する時期が各地域でほぼ同時であ
るためにヨ原因もほぼ同じものであろうと考えられていた。しかしヨこの研究が東アジアの雨季を
統一的に分析した結果ヨ中国の揚子江流域画西南日本回韓半島画東日本では収束帯画前線帯が異な
り、その結果もたらされる雨季の特徴も異なることが明らかになった。これはヨ日本の学界にとっ
て新しい成果であるばかりでなく害北半球1南半球を通じて特徴ある東アジアの雨季現象の解明の
基盤を固めたものとして高く評価できる。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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